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1. 2022年3月期第3四半期の連結業績（2021年4月1日～2021年12月31日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年3月期第3四半期 21,014 18.4 2,980 75.6 3,274 82.9 2,346 104.7

2021年3月期第3四半期 17,748 △9.5 1,697 △11.7 1,790 △1.4 1,146 △3.6

（注）包括利益 2022年3月期第3四半期　　2,460百万円 （47.0％） 2021年3月期第3四半期　　1,673百万円 （6.9％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

2022年3月期第3四半期 131.99 131.37

2021年3月期第3四半期 66.40 66.08

（注）「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号）等を第１四半期連結会計期間の期首より適用しております。詳細については、【添付資料】

　　　８ページ「２．四半期連結財務諸表及び主な注記　（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項（会計方針の変更）」をご覧ください。

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

2022年3月期第3四半期 39,070 32,090 81.7 1,794.26

2021年3月期 37,813 30,198 79.4 1,690.45

（参考）自己資本 2022年3月期第3四半期 31,918百万円 2021年3月期 30,024百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年3月期 ― 8.00 ― 21.00 29.00

2022年3月期 ― 13.00 ―

2022年3月期（予想） 19.00 32.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

（注）2022年3月期期末配当金の内訳　創立100周年記念配当　2円00銭

3. 2022年 3月期の連結業績予想（2021年 4月 1日～2022年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 27,710 12.3 3,011 30.9 3,199 26.8 2,227 33.0 125.26

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年3月期3Q 17,894,089 株 2021年3月期 17,894,089 株

② 期末自己株式数 2022年3月期3Q 105,013 株 2021年3月期 132,642 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2022年3月期3Q 17,778,033 株 2021年3月期3Q 17,261,479 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の

業績等は様々な要因により大きく変動する可能性があることをお含みおき下さい。業績予想に関連する事項については、添付資料P.3「（3）連結業績予想などの

将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１． 当四半期決算に関する定性的情報 

(1) 経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間における世界経済は、欧米を中心に新型コロナウイルス感染症に対するワク

チン接種が進み、持ち直しの動きがみられるものの、新たな変異株の感染が各国に広がっており、景気の

先行きは不透明な状況となっております。国内経済についても、海外経済の回復に伴う輸出の増加を背景

に、企業収益の改善や設備投資の回復がみられますが、変異株の感染が急拡大しており、景気悪化への懸

念が今なお残っております。

当社グループの当第３四半期連結累計期間の売上高は、海外の売上が好調に推移し、21,014百万円と前

年同期比3,265百万円(18.4%)の増収となりました。売上高に含まれる海外売上高は、10,901百万円(対売上高

51.9%)と前年同期比3,303百万円(43.5%)の増収となりました。 

営業利益は、販売活動の制限が徐々に緩和されたことで販売費及び一般管理費が増加したものの、増収

効果により2,980百万円と前年同期比1,283百万円(75.6%)の増益となりました。 

経常利益は、営業外費用の減少により増益幅が拡大し、3,274百万円と前年同期比1,484百万円(82.9%)

の増益となりました。 

特別損失として固定資産除却損40百万円を計上した結果、税金費用を差し引いた親会社株主に帰属する四

半期純利益は、2,346百万円と前年同期比1,200百万円(104.7%)の増益となりました。 

これらの結果、売上高、営業利益、経常利益、四半期純利益ともに第３四半期連結累計期間として、過

去最高の業績となりました。 

なお、「収益認識に関する会計基準」(企業会計基準第29号)等を第１四半期連結会計期間の期首より適

用しております。詳細については、「２.四半期連結財務諸表及び主な注記 (３)四半期連結財務諸表に関

する注記事項 (会計方針の変更)」に記載しております。 

(デンタル関連事業) 

国内では、当期に市場投入した歯科用象牙質接着材「ビューティボンド Xtreme」や、前期に発売を開始

した歯科切削加工用レジン材料「松風ブロック HC ハード Ⅱ」などが売上に寄与し、前年同期比増収とな

りました。海外では、北米、欧州及び中国を中心に既存製品の拡販が図れるなど、各地域で好調に推移し、

さらに為替変動の影響もあり、前年同期比増収となりました。 

これらの結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は、19,357百万円と前年同期比3,351百万円(20.9%)

の増収となり、販売費及び一般管理費が増加したものの、営業利益は2,867百万円と前年同期比1,336百万円 

(87.3%)の増益となりました。 

(ネイル関連事業)

国内では、感染症再拡大に伴う行動制限の影響や、巣ごもり需要が一段落したことにより、主力である

ジェルネイル関連製品の売上が減少し、前年同期比減収となりました。海外では、米国においてSNSでの積

極的なプロモーション活動によりWEBでの販売が好調に推移し、前年同期比増収となりましたが、台湾では

感染症の急拡大による影響で売上が減少し、前年同期比減収となりました。 

これらの結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は、1,588百万円と前年同期比97百万円(5.8%)の減収

となり、営業利益は103百万円と前年同期比56百万円(35.4%)の減益となりました。 

(その他の事業) 

当社グループの株式会社松風プロダクツ京都において、歯科用研磨材の生産技術を応用し、工業用研磨

材を製造販売しております。当第３四半期連結累計期間の売上高は、68百万円と前年同期比11百万円(20.7%)

の増収となり、営業利益は5百万円と前年同期比4百万円(410.2%)の増益となりました。 
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(2) 財政状態に関する説明

当第３四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ1,257百万円増加し、39,070百万円と

なりました。現金及び預金や、商品及び製品の増加が主な要因であります。 

負債は、前連結会計年度末に比べ635百万円減少し、6,979百万円となりました。長期借入金の減少が主

な要因であります。 

純資産は、前連結会計年度末に比べ1,892百万円増加し、32,090百万円となりました。利益剰余金の増加

が主な要因であります。 

以上の結果、自己資本比率は前連結会計年度末に比べ2.3ポイント上昇し、81.7%となりました。 

(3) 連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2022年３月期の業績予想につきましては、2021年10月26日に公表いたしました業績予想を修正しており

ません。 
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2021年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 6,943 7,732

受取手形及び売掛金 3,205 3,266

商品及び製品 4,815 5,237

仕掛品 1,222 1,138

原材料及び貯蔵品 1,040 1,188

その他 611 652

貸倒引当金 △10 △4

流動資産合計 17,829 19,210

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 9,694 9,706

減価償却累計額 △5,744 △5,831

建物及び構築物（純額） 3,949 3,874

その他 11,048 11,416

減価償却累計額 △6,989 △7,088

その他（純額） 4,058 4,328

有形固定資産合計 8,008 8,202

無形固定資産 340 374

投資その他の資産

投資有価証券 9,977 9,643

退職給付に係る資産 1,134 1,125

その他 529 520

貸倒引当金 △6 △5

投資その他の資産合計 11,635 11,283

固定資産合計 19,983 19,859

資産合計 37,813 39,070

- 4 -
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2021年12月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 898 688

短期借入金 98 -

1年内返済予定の長期借入金 584 847

未払法人税等 428 685

役員賞与引当金 42 29

その他 2,159 2,036

流動負債合計 4,212 4,287

固定負債

長期借入金 1,190 687

退職給付に係る負債 243 239

その他 1,967 1,764

固定負債合計 3,402 2,691

負債合計 7,614 6,979

純資産の部

株主資本

資本金 5,968 5,968

資本剰余金 6,097 6,123

利益剰余金 14,116 15,859

自己株式 △145 △115

株主資本合計 26,037 27,835

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 3,457 3,300

為替換算調整勘定 △114 201

退職給付に係る調整累計額 644 579

その他の包括利益累計額合計 3,987 4,082

新株予約権 116 116

非支配株主持分 57 56

純資産合計 30,198 32,090

負債純資産合計 37,813 39,070

- 5 -
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2020年４月１日
　至 2020年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年12月31日)

売上高 17,748 21,014

売上原価 7,941 8,864

売上総利益 9,806 12,149

販売費及び一般管理費 8,109 9,169

営業利益 1,697 2,980

営業外収益

受取利息 10 16

受取配当金 89 97

会費収入 49 61

為替差益 45 114

助成金収入 175 27

その他 91 146

営業外収益合計 462 464

営業外費用

支払利息 7 6

売上割引 121 -

当社主催会費用 84 108

株式交付費 98 -

持分法による投資損失 12 20

その他 44 34

営業外費用合計 369 170

経常利益 1,790 3,274

特別損失

固定資産除却損 - 40

在外子会社における送金詐欺損失 101 -

特別損失合計 101 40

税金等調整前四半期純利益 1,689 3,234

法人税等 524 872

四半期純利益 1,164 2,361

非支配株主に帰属する四半期純利益 18 14

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,146 2,346

- 6 -
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2020年４月１日
　至 2020年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年12月31日)

四半期純利益 1,164 2,361

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 469 △156

為替換算調整勘定 57 319

退職給付に係る調整額 △17 △64

その他の包括利益合計 509 98

四半期包括利益 1,673 2,460

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 1,654 2,441

非支配株主に係る四半期包括利益 19 18

- 7 -
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項 

（継続企業の前提に関する注記） 

該当事項はありません。 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

該当事項はありません。 

 

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用） 

（税金費用の計算） 

当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税

引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。ただし、当該見

積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効税率

を使用する方法によっております。 

 

（会計方針の変更） 

（収益認識に関する会計基準等の適用） 

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」

という。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に

移転した時点で、当該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することと

しております。これにより、従来は売上原価、販売費及び一般管理費として計上していた一部の費

用、及び営業外費用に計上していた売上割引について、第１四半期連結会計期間より顧客に支払わ

れる対価として、売上高から減額しております。 

収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱

いに従っており、第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累

積的影響額を、第１四半期連結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会

計方針を適用しております。 

この結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は140百万円減少し、売上原価が16百万円、販売費

及び一般管理費が８百万円減少したことにより営業利益は115百万円減少しておりますが、営業外費

用が118百万円減少したことにより、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影響は軽微で

あります。また、利益剰余金期首残高に与える影響についても軽微であります。 

なお、収益認識会計基準第89-2項に定める経過的な取扱いに従って、前連結会計年度について新た

な表示方法による組替えを行っておりません。さらに、「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業

会計基準第12号 2020年３月31日）第28-15項に定める経過的な取扱いに従って、前第３四半期連結

累計期間に係る顧客との契約から生じる収益を分解した情報を記載しておりません。 

 

（時価の算定に関する会計基準等の適用） 

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号 2019年７月４日。以下「時価算定会計基

準」という。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融

商品に関する会計基準」（企業会計基準第10号 2019年７月４日）第44－２項に定める経過的な取扱

いに従って、時価算定会計基準等が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することとして

おります。なお、四半期連結財務諸表に与える影響はありません。 
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（追加情報） 

（連結納税制度からグループ通算制度への移行に係る税効果会計の適用） 

当社及び一部の国内連結子会社は、「所得税法等の一部を改正する法律」(令和２年法律第８号)に

おいて創設されたグループ通算制度への移行及びグループ通算制度への移行にあわせて単体納税制

度の見直しが行われた項目については、「連結納税制度からグループ通算制度への移行に係る税効果

会計の適用に関する取扱い」（実務対応報告第39号 2020年３月31日）第３項の取扱いにより、「税

効果会計に係る会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第28号 2018年２月16日）第44項の定

めを適用せず、繰延税金資産及び繰延税金負債の額について、改正前の税法の規定に基づいており

ます。 

 

（セグメント情報等） 

前第３四半期連結累計期間(自 2020年４月１日 至 2020年12月31日) 

１． 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

                                          (単位：百万円) 

 

報告セグメント 

調整額 

（注）1 

四半期連結 

損益計算書 

計上額 

（注）2 

デンタル 

関連事業 

ネイル 

関連事業 

その他の 

事業 
計 

 売  上  高       

  外部顧客への売上高 16,005 1,686 56 17,748 ― 17,748 

  セグメント間の   
内部売上高又は振替高

 0 ― 3 3 △3 ― 

計 16,005 1,686 59 17,751 △3 17,748 

セグメント利益 1,531 160 0 1,692 4 1,697 

（注）１ セグメント間取引消去によるものであります。 

 ２ セグメント利益は四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

 

当第３四半期連結累計期間(自 2021年４月１日 至 2021年12月31日) 

１． 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報 

                                                                                 (単位：百万円) 

 

報告セグメント 

調整額 

（注）1 

四半期連結 

損益計算書 

計上額 

（注）2 

デンタル 

関連事業 

ネイル 

関連事業 

その他の 

事業 
計 

 売  上  高       

  外部顧客への売上高 19,357 1,588 68 21,014 ― 21,014 

  セグメント間の   
内部売上高又は振替高

 ― ― 4 4 △4 ― 

計 19,357 1,588 72 21,018 △4 21,014 

セグメント利益 2,867 103 5 2,976 4 2,980 

（注）１ セグメント間取引消去によるものであります。 

 ２ セグメント利益は四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 
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(単位：百万円) 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
（注）外部顧客への売上高は、当社及び連結子会社の所在地を基礎とし、国又は地域に分類しております。 
 

２． 報告セグメントの変更等に関する事項 

会計方針の変更に記載のとおり、第１四半期連結会計期間の期首から収益認識会計基準等を適用し、

収益認識に関する会計処理方法を変更したため、事業セグメントの収益又は損失の算定方法を同様に変

更しております。 

当該変更により、従来の方法に比べて、当第３四半期連結累計期間の「デンタル関連事業」の売上高 

は140百万円減少、セグメント利益は115百万円減少しております。 

 

報告セグメント 

合計 デンタル 
関連事業 

ネイル 
関連事業 

その他の 
事業 

日本 9,547 1,008 68 10,623 

北米・中南米 2,312 202 ― 2,515 

欧州 4,334 ― ― 4,334 

アジア 3,162 378 ― 3,540 

顧客との契約から生じる収益 19,357 1,588 68 21,014 

その他の収益 ― ― ― ― 

外部顧客への売上高 19,357 1,588 68 21,014 
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